
司会（小林）：田尻グラウンド（西南学
院大学田尻グリーンフィールド）の全
面使用が可能になり、本日午前中、全
面オープンセレモニーが盛大に開かれ
ました。この規模の総合運動場を持つ
ことは、長い間の願いでしたし、西南
の歴史にとって画期的なことです。今
後の西南学院のスポーツおよび体育教

育・研究に大きな影響を及ぼすのでは
ないかと思います。
この機会に『西南学院史紀要』では、
スポーツをテーマとする特集を組み、
この座談会を企画いたしました。これ
までスポーツ、体育教育にかかわって
こられた皆さんに、西南学院における
スポーツ、体育教育・研究に関する、
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ご意見、ご希望、夢を忌憚なく語って
いただきたいと思います。まず田尻グ
リーンフィールド全面オープンセレモ
ニーのご感想、これまでのスポーツお
よび体育教育とのかかわりについてお
話しください。それでは、中馬先生か
らお願いします。
中馬：私は学院に着任して１５年とまだ日
が浅く、しかも運動部とは直接かか
わってきませんでしたので、情報が乏
しいのですが、「女性とスポーツとい
う視点でコメントを」と依頼され、そ
れならいくらか意味のある発言もでき
るかもしれないと思い、参加させてい
ただきました。
今日のセレモニーのイベント１に参
加した日本の未来を担う子どもたちは、
非常に元気で、挨拶もしっかりできて
いました。私は、そういう子どもたち
がより良き市民として育っていく場の
提供という意味で、田尻グラウンドは
非常に有益なフィールドではないかと
いう感想を持ちました。また、学長の
ご挨拶は「頭（知識）、心、体という
三本柱の教育、西南のオリジナリ
ティーとしての教育を求めたい、そう
いう意味で、この田尻グリーンフィー
ルドを有効活用したい」という真摯な
お話でした。
この座談会は、人間科学部に所属し、
スポーツ実習やスポーツ理論、児童教
育学科の講義を持っている私にとって、
スポーツを通して何を提供できるのか
を考えるための良い機会になるだろう
と思っております。最終的には大学の
教育理念と一致しますが、より良き市
民を輩出するためになすべきことを、

先生方のお話から学びたいと願ってお
ります。
司会：ありがとうございました。それで
は、桐明さん。
桐明：私が西南で学んだのは、１９４３年
（昭和１８年）から５３年までの１０年間で
す。終戦の年である１９４５年までは旧制
中学部の４年生と５年生、その後は新
制高等学校、新制大学という異例な経
験をしました。入学した時は軍国主義
教育でしたが、戦後は新たな西南に
なったような気がします。
大学に進んだ１９４９年当時は、松延陽
一、土屋定、山崎剛という体育の先生
がおられ、全国的に強かった野球、ラ
グビー、バスケットボールが西南のス
ポーツを代表していました。しかし、
松延先生は「クラブスポーツも大事だ
が、全員がもっとスポーツをやらなけ
ればいけない」と、学内スポーツ大会２

を計画されました。また、体育会の組
織もできました。私自身は、バスケッ
トボールからハンドボールに移り、高
校当時、国民体育大会等々に出て、あ
る程度の成績を挙げました。その後、
大学でハンドボール部を創設し、今に
つながっています。今は九州学生ハン
ドボール連盟の副会長をさせていただ
いております。
司会：ありがとうございました。次に坂
井さん、お願いします。
坂井：私がこの座談会に呼ばれたのは、
学生の課外活動等を管轄する学生部の
事務責任者であり、体育OB・OG会
の副会長を仰せつかっているからだろ
うと思っています。私は商学部経営学
科出身ですが、卒業したてのころは「体

１ 記念式典・昼餐会の後、福岡ソフトバンクホークスOB選手による野球教室および少年野球チーム対抗
記念試合が行われた。
２ IM大会（Inter-mural）：校内体育大会のこと。
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育学部武道学科出身です」と言っては
ばかりませんでした（笑）。今は恥ず
かしくて、そんなことは言えませんが、
学生時代は剣道に打ち込んでいました。
私が大学に入学したのは３７年前です
が、既に干隈グラウンドや体育館があ
りました。その前には体育館もない時
代があったようで、先輩方に比べると
恵まれた環境でスポーツに励んだわけ
ですが、今回完成した田尻グリーン
フィールドは、中同窓会長３がおっ
しゃったように日本一ではないかと思
います。きちんと調べたわけではあり
ませんが、これだけの施設の総合グラ
ウンドを持っている大学は、まずない
のではないでしょうか。このグラウン
ドを生かして、西南学院大学の学生を
社会に貢献できる人材に育てていく一
助とすることが、非常に重要だろうと
思います。
本学の規程としては非常に珍しいこ
とですが、田尻グリーンフィールドの
管理規程には、目的の１つに「地域社
会への積極的な貢献を目的とする」と
うたっています。そういう意味では、
学院の学生・生徒たちの心身を鍛える
場であるのと同時に、大学が地域に貢
献し、地域の中で認められるための一
つの器になり得るのではないかという
期待を持って、今日のセレモニーに参
加しました。
司会：ありがとうございました。それで
は、武井先生。
武井：田尻グリーンフィールドには、い
ろいろな感慨がございますが、当初は
私も移転反対の立場でした。田尻にグ
ラウンドを持つという話があった当初、
私は学生部長で、多くのクラブは遠く

へ行くのを嫌がっていました。また、
「レンコン畑を埋めてもせいぜい砂地
しかできないから人工芝を張ってほし
い」という話もありましたが、予算的
にはとても無理でした。
幸いなことに、九州大学伊都キャン
パスのために削った山の土を譲り受け
て、レンコン畑を埋め立てることにな
りました。土の購入と運搬の予算が削
減できたおかげで、去年できた西ゾー
ンのラグビー場、アメリカンフット
ボール場、サッカー場にそれぞれの目
的に応じた人工芝を張ることができま
したし、陸上競技の全天候型トラック
もできました。完成したフィールドに
踏み込んだ時、こんなに立派なものが
と、すごい感動を覚えましたし、選手
たちも「遠い」と言うのではなく、こ
こに来て練習したいと思うのではない
かと感じました。今回できた東ゾーン
には、素晴らしい野球場、アーチェリー
場、ソフトボール場もあります。立派
な施設ができました。少なくともクラ
ブの学生たちは喜んで練習に来ており
ます。
ただ、体育会の学生だけでなく、全
学生が何らかの形で使えるようにしな
ければならないと思います。今日、田
尻グリーンフィールド全面オープンセ
レモニーでのあいさつのなかで学長が
おっしゃったように、体を使う部分を
強化していかなければなりません。大
綱化により、かなりの学部・学科が体
育を必修から外した結果、その一因か
と思うのですが、学生の体力低下が起
こりました。体力低下は積極性の低下
にもつながるだろうと思います。です
から、体育実習を正課に取り入れてい

３ 大学同窓会会長の中脩治郎氏は２００５年６月から現職
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和佐野 健吾氏

く方向を打ち出すべきではないかなと
思っています。
司会：ありがとうございました。次に和
佐野先生、お願いします。
和佐野：私は１９５９年に西南学院中学に入
学しました。そのころからスポーツに
非常に興味があり、中学時代は野球部、
高校時代は体操部に属していました。
それから東京の大学に入りましたが、
卒業後は保健体育の教員として西南学
院高校に就職し、以来ずっとハンド
ボール部を指導してきました。そうい
う経歴で、少しは西南のスポーツや体
育の移り変わりを見てきたと思ってい
ます。

私たちが中学校のころは施設的にも
貧しい時期で、体育館を持たず、福岡
県の古い武道館を移設した体育館が高
校にあるだけで、大学生も高校の体育
館やグラウンドで練習をしていました。
そのように体育事情が非常に悪い時期
でしたが、今と比べれば、西南学院全
体の競技力のレベル、特に大学のレベ
ルは高かったと思います。とりわけラ
グビーなどは、中学時代にやりたいな
と思っていたぐらい強かったですね。
そういう意味では、素晴らしい施設
ができましたが、果たして十分活用さ

れるのだろうかという心配もあります
が、スポーツを盛んにするきっかけと
なれば幸いだと思いますし、本当に素
晴らしい施設が与えられたことに感謝
しています。
司会：最後になりますが、山崎先生、お
願いします。
山崎：今日、グラウンドを見学し、シン
プルなグラウンドだなという印象を受
けましたね。私は干隈グラウンドに三
十数年間通ったこともあって、グラウ
ンドと別れを告げるセレモニーであい
さつした時は涙が出ました。新しいグ
ラウンドの良し悪しは、２０年後、３０年
後に出るだろうと思っております。
私は１９５７年に西南学院大学に赴任し、
キリスト教とスポーツを理論的に結び
付けた体育概論を教えてきました。
「勝利至上主義ではなく、フェアプレ
イやスポーツマンシップが重視されて
いるのは、キリスト教の影響ではない
か」と講義した思い出があります。「ス
ポーツの目的は、勝つことばかりでは
ない。勝っても、相手を思いやる精神
が大事だ。負けても、くよくよするこ
とはない。それは、次のチャンスに向
かって努力しろというシグナルなん
だ」、「ラグビーのスピリットは、グラ
ウンドマナーとノーサイドの精神だ。
それをスポーツだけではなく、日常生
活やキャンパスの中で具現化すること
が、キリスト教に通じる人格の形成に
役割を果たす」と、毎年おうむ返しの
ように教えておりました。
１９７０年ごろ国際交流推進委員会がで
き、私も委員に選ばれました。委員長
のフィルダー４先生から「留学生に日
本の武道を教えてください。武道は英
語で何といいますか」といきなり聞か
れ、「武道は戦争みたいなものですか
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武井 俊詳氏

ら、『マーシャルスポーツ』でいかが
ですか」と答えると、「いや、それは
学校教育にふさわしくありませんよ」
と言われました。現在使われている
「ジャパニーズ・トラディショナル・
スポーツ」という呼び名は、フィルダー
先生が命名されたものです。
司会：ありがとうございました。干隈校
地のお別れ会で山崎先生が感動的なス
ピーチをされたことを、懐かしく思い
起こしています。

◇スポーツと体育

司会：次に、学校教育におけるスポーツ
および体育についてお聞きしたいと思
いますが、既に山崎先生がミッション
スクールとスポーツの関係を言ってく
ださいました。山崎先生のお話に追加
することがあれば、和佐野先生にお願
いします。
和佐野：中学校も高等学校も、いまだに
「体育」という名前で授業を行ってい
ます。内容的には随分スポーツ的な分
野が広がっていますが、中学校では武
道という領域が必修となり、剣道、柔
道、相撲も含めて教科の中に入ってき
ます。ですから、スポーツというより、
まだまだ体育領域が占めているのでは
ないかと思います。ただ、高等学校で
は、前回のカリキュラム改定の中で選
択制が取り入れられ、生徒たちの選択
によるスポーツを中心とした授業、非
常に大学的な授業が増えてきました。
その分、体操や陸上競技などの分野が
減っています。そういう訳で、体育の
内容も随分変わってきたかなと思いま

すね。
司会：大学を代表して武井先生、お願い
します。
武井：最初の自己紹介でも触れたように、
ほとんどの学部・学科がスポーツの実
技を選択制にしたのは大きな失敗だっ
たと、私は思っております。英語専攻
のゼミの学生が、いろんなスポーツの
対抗試合をやっています。そうすると、
みんなが協力し合い、心を合わせて競

い合う経験をすることで、ゼミ間の学
生同士のつながりも深くなります。体
育の授業で球技をやれば、競い合うこ
とを通じて互いの個性が分かりますし、
力を合わせて勝つことの素晴らしさ、
負けることの悔しさなど、人間が生き
ていく上でのいろんなことを学べるの
ではないかという気がするのです。で
すから、大学の教育においても、体育
の授業は欠かせないと思っています。
一度なくなったものを復活させるには
難しい点もありますが、学長や山崎先
生がおっしゃったように、西南のス
ポーツのあるべき姿にまで踏み込んだ
形で位置付けることにより、生きた体

４ レノックス・フィルダー（Lennox Gerald Fielder、１９２６‐２００４）：１９５６年から７８年まで大学経済学部に
在籍し、教授として主に外国経済事情を教えた。
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山崎 勇視氏

育授業になっていくのでないかと思っ
ています。
司会：ありがとうございました。
坂井：一つ確認ですが、スポーツと体育
の違いを明確にしておいた方が、次の
話に進みやすいと思います。お話を
伺っていると、正課授業における体育
を「体育」、スポーツ全般を「スポー
ツ」と使い分けをされているように感
じますが、そういう認識でいいので
しょうか。
司会：実は、大学は正課授業を「体育」
から「スポーツ」に名称変更したので
すが、その違いを正課と課外と考えて
おられる方が多くいらっしゃいますの
で、その辺のところを後で取り上げた
いと思っています。
桐明：それに関連して、体育が必修でな
くなったのはいつからですか。
山崎：１９９１年からです。
桐明：何か理由があるのですか。
司会：それではせっかく質問が出ました
ので、その話題に入りましょうか。山
崎先生お願いします。
山崎：１９９１年に大学設置基準が大綱化さ
れました。その中で、一般教養教育の
単位数が減少するとともに、多くの大
学で保健体育が選択化されました。い
わゆる体育実技科目が必修から選択へ
と移行され、それに伴い、それまでの
「体育実技」と呼称されていた授業科
目が「生涯スポーツ」「スポーツ実習」
「スポーツ実技」などへと変更されま
した。
私見ではありますが、授業の選択化
により、学生に選ばれやすい、学生が
好みそうな科目名が設けられるように
なったのではないでしょうか。近年、
大学生の体力は低下傾向にあるといわ
れています。ランニングなど、基礎体

力の向上を目的とした運動を中心に行
わせると、学生は次年度から選択しな
くなる可能性が高いので、スポーツ化
の傾向が進んだと考えています。その
結果、本来体育実技を選択しなければ
ならない、運動不足、低体力の学生が
受講しなくなり、運動好きで、比較的
体力のある学生だけが受講するように
なってきているんじゃないかと思いま
す。
選択制や授業評価の導入により、あ
る程度は学生のニーズに応じた科目も
必要になってきたわけですが、体育の
目的である身体的、精神的、社会的な
健康づくりの機会が失われないかとい
う心配があります。昔から知育、徳育
体育、といわれていますが、体育だけ
が知育と徳育を含んだ教育を行えると
考えています。高等学校時代に運動部
に所属した者の約３分の２が、大学で
は非スポーツ的、非運動的なライフス
タイルへと変わっているともいわれて
おります。

これらの背景によって、体育実技必
修化の検討が必要になってきたと思わ
れるわけです。全国大学体育連合の調
査によれば、実技系科目を必修科目に
している大学・短大は、２００３年度が６５
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％であったのが、現在は７６％に増えて
います。全国に複数のキャンパスを有
するある大学は、２０１０年度から体育関
連科目を必修にするようです。近年、
関東や関西の大学は現在、競って体
育・スポーツ系の学部や学科を申請し
ています。ですから、全国的に体育教
育が見直されているのです。
司会：山崎先生、貴重なインフォメー
ションとご意見をありがとうございま
した。ということで、正課か課外活動
かによって、名前を「スポーツ」「体
育」と分けられなくなってきているわ
けですね。
中馬：「体育」という名称について、若
干補足をさせていただいてよろしいで
しょうか。戦前の軍事教練の一環とし
ての体錬科が、戦後は体育として学校
教育の中に位置付けられましたが、西
ドイツ黄金計画や、J．F．ケネディに
よる「ソフトアメリカン」などの影響
を受け、１９６１年に我国でもスポーツ振
興法が公布されました。ここでは、「ス
ポーツ」とは運動競技および身体活動
であって、心身の健全な発達を図るた
めになされるものと定義付けられてい
ます。もはや、かつての「体育」とい
う名称だけでは捉えきれなくなったよ
うです。戦後６０年あまりを経た今では、
学校において身体運動やスポーツを通
して心と体を教育することが「体育」
と理解されているようです。
大学体育の取り扱いは、大綱化によ
り各大学の自由裁量に任せるという動
きの中で、西南の体育は必修科目から
外されるに至りました。ただし、これ
はスポーツや保健体育が必要ないから
というわけではなく、大学の運営・教
育理念に基づく優先順位によって選択
科目になったという事情に過ぎません。

したがって、大学学部・学科によって
は、今なお必修科目として位置付けて
いる場合もあります。
いま大学が競ってスポーツ関連学部
を設置しているのは、スポーツに颯爽
としたプラスイメージがあり、それを
経営戦略の一つとして位置付ようとし
ているからです。どちらかといえば
「体育」は古いもの、「スポーツ」が
現代的で、洗練されたものというニュ
アンスがありますので、近年は「大学
スポーツ」という名称を意図的に使う
ようになってきております。

◇強かった運動部

司会：中馬先生、専門的な観点から分か
りやすく説明していただき、ありがと
うございました。次にこの座談会の
テーマが「西南学院とスポーツ―過
去・現在・未来―」ですので、過去
についても触れたいと思います。
今年から始まった「西南学院史講
義」で武井先生が、スポーツクラブの
全国的な活躍を取り上げていらっしゃ
います。かつては何回も全国優勝する
ようなスポーツクラブが多かったので
すが、その理由をお聞きしたいと思い
ます。ハンドボールに関しては、強い
西南学院高校からの入学者のおかげ
だったと聞きますが、それは本当なの
でしょうか（笑）。
桐明：否定はできませんね。否定しない
理由の一つとして、大学への推薦制度
によってハンドボールの優秀なプレー
ヤーがたくさん入り、必然的に強く
なったことがあります。もう一つは
ちょっと言いにくいことですが（笑）、
大学の数が少なかったという時代的な
背景もあるんですね。例えばハンド
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桐明 正氏

ボールの場合、九州大会の創設から３
連覇しましたが、「何校参加したのか」
と聞かれると、答えにくいわけですよ
（笑）。当時の福岡商大（現在の福岡
大）、西南学院、熊本大学、鹿児島大
学の４校だけでした。第１回大会たる
や、熊本も鹿児島も旅費の都合などで
来られず、いきなり福岡商大との決勝
戦でした。

西南高にもラグビー部はありました
が、大学へ行って活躍するほどの技量
はありませんでした。私の記憶によれ
ば、当時は修猷館であり、福岡高等学
校でした。それらの学校の優秀なプ
レーヤーが、戦後の事情のためか、東
京の早稲田や明治へ行かず、西南学院
大学に入ってきました。
司会：私は何となく今の大学の数をイ
メージしていましたが、桐明さんから
歴史の真実を教えられました（笑）。
武井：輝かしい戦績の背景には、大学そ
のものの数が少なかったこともありま
すが、ラグビーに関していえば、１９５０、
５１、５２、５８、５９、６０年度にも全国優勝
しています。その時代になると、大学
の数もかなり増えていましたので、や
はりすごかったと思いますね。
山崎：その強かったラグビー部が、なぜ

弱くなったのかという問題があります。
私は１９６１年に１年間在外研究で留学し、
帰国してから指導を続けることが困難
な時期がありました。指導者に対する
経済的なケアの面で、当時の西南はな
かなか理解を示してくれなかったんで
す。グラウンドでの教育だけでなく、
学生にはアフターケアが要ります。そ
れによる個人負担が増え、だんだん熱
が冷めて遠ざかっていったという個人
的な理由がありました。
桐明：山崎先生のお話の通りだと思いま
す。高校はもちろんですが、大学とい
えども、やっぱり指導者が大事です。
大学には部長先生がいらっしゃいます
が、名前だけという状況ですね（笑）。
一時期、ボランティア・コーチングス
タッフの表彰などをされましたが、そ
ういう強化策が必要ではないかと思い
ます。もちろん経済的なケアも必要で
すが、例えばインカレの結団式で指導
者を紹介したりして、全学生に知らし
めてほしいと申し上げたことがありま
す。
和佐野：当時も今も西南は、文系の私立
大学としては、本当にみんなが行きた
い大学ですよね。そういう意味で、選
択肢の中のトップだったんですね。で
すから、優秀な選手が多数入っていた
と思いますが、今は西南学院高校、修
猷館高校、福岡高校、筑紫丘高校から
の入学者は減っているのではないで
しょうか。ラグビーなどが弱くなった
原因の一つは、そこにあるだろうと思
います。もともと西南はハイカラな大
学で、他大学がやっている野球などと
は違う、ヨット、ラグビー、バスケッ
トといった競技がもてはやされる風土
があったように思いますが、今はなか
なか勝てません。その原因の一つは、
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やっぱり高校から優秀な選手が来なく
なっていることですね。
西南高の体育については、池辺先生５

が来られた１９５２年ごろから「西南に体
操あり」と称賛され、体操の授業は日
本一だろうと言われるほど高度な授業
が行われました。いまだにその伝統が
保たれています。徒手体操の創作と発
表の伝統は、日本の学校では例を見な
いだろうと思いますし、福岡県の県民
体操も、西南高でつくられました。体
操部も、二十数年にわたる全国大会出
場という歴史を持っています。指導者
の問題は大きいと思いますね。
桐明：ちなみに和佐野先生は、西南高の
体操の選手から日本体育大学の体操部
で活躍し、母校に帰って来られて、な
ぜかハンドボールの指導に携わられ、
大きな成果を挙げられています。やっ
ぱり指導者の熱意が、学生たちの心に
響くのではないでしょうか。ですから、
何としても優秀な指導者が欲しいなと
思います。
坂井：指導者の重要性は、私も否定しま
せん。非常に重要だと思います。ただ、
卵が先か鶏が先かという議論に似てい
ると思いますが、やはり指導者が指導
する対象が非常に大事です。私は剣道
の世界しか知りませんが、指導者の影
響を最も受けるのが小・中学生で、逆
に最も受けないのが大学生で、そこに
は指導者の力だけではいかんともし難
い部分があります。ですから、いい指
導者、いい運動設備、スポーツに意欲
を持って真摯に取り組む学生がそろっ
ていることが大事だと思います。
体育OB・OG会の名簿で出身校を
見ると、昔は修猷、福高、筑紫丘、西

南高が多数おられましたが、最近は非
常に減っています。それらの高校の出
身者が多ければいいという意味ではあ
りませんが、当時は意識の高い学生が
たくさんいたのかなという感じがしま
すね。今の学生さんも優秀だと思いま
すが、スポーツに対する考え方が少し
変わってきている点が心配です。そう
いう点では、先ほど武井先生がおっ
しゃったように、せめて１、２年生ま
では体育を必修化してほしいと思って
います。精神力も大事ですが、体力も
大事です。高校までの体育の授業の現
状はよく知りませんが、大学でもある
程度カバーしないといけない時代に
なっているのではないかと思います。
もう一つは、入試制度です。体育だ
けでなく、大学の勉強についていける
人たち、勉強にも課外活動にも熱心に
取り組む人たちをつかまえていくこと
が、非常に重要ではないかという気が
します。それでは、そういう人たちに
入学してもらういい方法があるか、と
なると難しいですね（笑）。けれども、
検討の余地は残されていると思います。

◇女性とスポーツ

司会：過去の話をしていたつもりが、既
に現在の話に入っております。中・高、
大学を含めて女性が多くなっています
ので、女性のスポーツ教育、体育教育
で特に留意しなければならない点を中
馬先生、和佐野先生にお願いします。
その後、既に出ている指導者の話、未
来の話に移っていきたいと思います。
中馬：私が西南に着任した１５年前は、６
対４ぐらいで、男子が多い時代でした

５ 池辺敬光（１９２２‐１９９６）：１９５２年から８７年まで高校の教員として在籍し、体育を教える。
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中馬 充子氏

が、今ではこの割合は逆転しています。
日本のスポーツには、アメリカの影響
が多く見受けられます。アメリカでは
１９５０年代から６０年代にかけて、人種差
別の撤廃を求める公民権運動が盛んに
なりました。そして、いわゆるウーマ
ンリブがブームとなる中で、通称「タ
イトルナイン」という法律が、１９７２年
６月に連邦議会を通過し、ニクソン大
統領により施行されました。そのタイ
トルナインの中には「合衆国に住むい
かなる人も、単に性が違うという理由
のみで、政府から財政的援助を受けて
いる教育プログラムや活動への参加を
拒否されたり、利益を否定されたり、
あるいは差別にさらされることはな
い」と書かれています。それまではス
ポーツの場面でも男女差別がありまし
たが、タイトルナイン以降は、あらゆ
る場面における男女の機会均等、特に
スポーツにおける平等の機会を与える
ことがブームになりました。その影響
が日本にも及び、スポーツの場面での
女性の活躍ぶりがクローズアップされ
るようになりました。

東京国際女子マラソンで日本人とし
て初めて優勝した佐々木七恵さんは、
私の大学時代の友人で、不幸にして

２００９年６月に亡くなりましたが、マス
メディアの報道もあり、男女雇用機会
均等法の成立やジェンダー問題も関係
して、ようやく彼女のケースのような
事例が増え、女子スポーツが市民権を
得たように思います。ただし、女子は
まだ原則として相撲の土俵には上がれ
ません。また高校野球の世界では、よ
うやく「記録係」と称してベンチに入
れるようになったにすぎません。大学
野球の世界では、一回だけですが、東
大と明大の試合で女子のピッチャーが
投げ合いました。女子もだんだんとス
ポーツ界で市民権を得てきております
が、日本独自の国民的な思想によるデ
メリットも残されているのではないか
と思います。
先ほど坂井さんもおっしゃいました
が、大学の経営側のバックアップが重
要だと思います。女性がスポーツをす
る場合、いろいろな意味でデリケート
な部分もありますし、女子学生の占め
る割合が今後ますます高くなるのであ
れば、少し視点を変えて、女性がスポー
ツをする可能性を高めるような方向性
を見いだしていただきたいと思います。
また、女性指導者が極めて少なく、男
性指導者がほとんどを占めるという従
来のスタイルも少し変えることが検討
されても良いかもしれません。
司会：ありがとうございました。和佐野
先生、女子のスポーツ教育をどう進め
られますか。
和佐野：私個人の考えになるかもしれま
せんが、先ほどアメリカにおける女性
スポーツ支援に関するお話がありまし
た。ご存じのように、アメリカの４大
スポーツはみんな男性中心のスポーツ
です。アメリカの大学の場合、スポー
ツのチケットの売り上げが、アメリカ
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ンフットボールの資金になり、野球の
資金になっていますが、その資金も女
性に渡せという法律ができたわけです。
ただ、私が考えるのは、果たして１８
歳を超えた女性が競技スポーツに没頭
できるのかということです。西南大の
女子学生はスポーツを娯楽でやるのか、
それとも競技スポーツをやるのか、ま
た、競技スポーツが大学生に必要なの
かと考えるんですね。中学、高校まで
は女子も競技スポーツに十分に耐えま
すが、西南大の女子学生たちが競技ス
ポーツを望んでいるでしょうか。そう
考えてみれば、発展性はないだろうと
思います。しかも、一部の大学では推
薦制で入った学生たちが競技スポーツ
をやっていますから、戦っても圧倒的
な力の差があるわけです。
大学のラクロス部には、西南高で女
子ハンドボールをやっていた女子生徒
が結構入部しています。そういう他競

技の選手によって、今のラクロス部は
守られています。そのような選手が入
部せず、戦力が落ちてしまうと、次も
入らなくなります。やはり勝たないと、
スポーツは楽しくないですから。西南
では女子の競技スポーツは発展しない
だろうと、私は考えています。それが
証拠に、愛好会と称する、戦いのない、
楽しいクラブがいっぱいありますし、
愛好会でさえ規律が厳しいからと、さ
らに緩やかなサークルができています。
組織としてスポーツを楽しむ時代では
なくなってきているのではないでしょ
うか。西南高の生徒たちも、高校時代
までと割り切って、競技スポーツを
やっています。大学で活躍できる能力
のない生徒は「スポーツは高校までで
十分です。私は医者を目指します」な
どと言います。別の目的を持っており、
競技スポーツは目的でも目標でもない
のです。中学・高校時代のスポーツは、

▲１３．５㎡の広大なエリアに、７つの競技場、多目的広場、合宿施設をもつ西日本最大級の
大学総合グラウンドである田尻グリーンフィールド
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男子だけでなく女子生徒にとっても、
あくまでも体を鍛え、楽しむためのも
のではないでしょうか。
高校に女子ハンドボール部ができた
時の話ですが、１９９４年に男女共学にな
るとすぐ、８人の女子生徒がハンド
ボール部のマネージャーになりたいと
言ってきたんです。「君たち、洗濯す
るぐらいだったら、自分たちでプレイ
したらどうだ。練習のプログラムを組
んだり、本当にマネジメントするので
あれば価値があるが、汚れ物を洗った
り、水をくんだりしても、プレイする
のに比べたら人生のプラスにはならな
い。８人もいるんだから、自分たちで
クラブを作りなさい」と勧めました。
そのメンバーでは絶対勝てない。最初
は種まきでいいと思いましたが、１０年
ぐらい経つと、常に福岡県のベスト４
に入り、優勝を争うようなチームにな
りました。やはり中学から高校と一貫
したシステムでチームをつくらないと、
なかなか勝てないですね。中学で育て
て、高校で花が開きます。
山崎：和佐野先生のお話に関連しますが、
私は女子ラクロス部の創設時の部長で
した。福岡大学のグラウンドでの試合
を応援しながら、はっと気が付きまし
た。ゲーム運びを見て、西南大に来た
女子学生と福岡大とは、性格がこんな
に違うのかと思ったんですね。西南大
の女子学生はおとなしいというか、女
性らしいというか、何となく覇気がな
い。福岡大の女子学生には闘争心があ
るんですよ。そういう違いを見ました
ね。

司会：和佐野先生が言われたスポーツに
おける遊技性と競技性については、な
かなか深い問題があって、簡単にどう
こう言えませんが、中高一貫の中で競
技性を高めるシステムは考える必要が
あると思いました。
中馬：現代スポーツの本質を遡ると、そ
もそもスポーツとは、結果を出すこと
ではなく、スポーツすること、プレイ
すること、それ自体が目的であると解
釈されています。つまり、若干の立場
は異なるものの、ホイジンガ６やカイ
ヨワ７は、「遊び＝プレイ」それ自体に
高い価値を認め、どんな物質的利害関
係とも結びつかず、それから何らの利
得ももたらされる必要性はないと述べ
ました。ただし、時代の流れとともに、
やはり意味付けを求めるようになって
きました。大学スポーツの場合も、経
営戦略の一つとして広く社会にアピー
ルするようになってきたようです。
和佐野先生がおっしゃったように、
本学にも体育会と愛好会があります。
体育会には勝つという要素が重視され、
サークルである同好会・愛好会には楽
しむという要素が重視されます。クラ
ブは活動を通して人を育てるという指
摘もあります。「アソシエーション」
という言葉がありますが、利益を得る
こと以外の目的のために人々が集まっ
ている団体を指します。「スポーツと
は民主主義の学校だ。ルールに従って
組織を動かしたり、メンバーの意見を
よく聞いて公平な決定を下したりする、
民主主義を育てる場」と位置付けられ
るようになりました。
ところで女子マネージャー論争とい

６ ヨハン・ホイジンガ（Johan Huizinga、１８７２‐１９４５）：オランダの歴史学者。
７ ロジェ・カイヨワ（Roger Caillois、１９１３‐１９７８）：フランスの文芸批評家、社会学者、哲学者。
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坂井 啓氏

うものがあります。先生方は試合のと
き、マネージャーが差し出したレモン
の砂糖漬けを口に含まれたことはあり
ませんか。レモンの砂糖漬けは、男子
マネージャーが作ってもダメ、お母さ
んが作ってもダメ、女子マネージャー
が作るから価値が高い、という話があ
ります（笑）。スポーツ選手を支えて
いる、そういう一翼を自分たちが担っ
ているという偽らざる本音が、女子マ
ネージャーたちにはあるようです。で
すから、いろいろと雑務は多いのです
が、それなりに生きがいを感じている
女子マネージャーが多いというデータ
もあります。女子マネージャー増加の
背景にはメディアによる多大な影響が
あるようですが、マネージャーを志願
する女の子たちは、「タッチ」という
アニメに出てくる南ちゃんをモデルと
し、ああいう世界をイメージしている
ようです。ですから、マネージャーの
方が選手より多いチームも結構、日本
全国を見渡すと、あるようですね（笑）。

◇指導者について

司会：それでは、一番ホットな話題に
なっている指導者の問題に移ります。
中・高も同じだと思いますが、大学に
は実に多くのスポーツクラブがあり、
先生方が部長として指導しておられま
す。同時にOB・OGや職員の方々が、
ボランティアの指導者として、いくつ
かのクラブにかかわっておられます。
他の大学はどうしているか分かりませ
んが、OB・OGや職員のボランティ
アを、教育に対する貢献としてもっと
評価すること、職員の監督やコーチと
しての働きを、職場での働きと同じよ
うに評価することも考えられないわけ

ではありません。専任職員の採用も考
えていかなければならないと思います
が、坂井さん、その辺のお話を聞かせ
てください。
坂井：職員の評価という問題に絞ってお
話しします。私自身もそうですが、彼
らが西南に雇われたのは、クラブの監
督やコーチをするためではなく、事務
局の職員として力を発揮し、事務局を
盛り上げ、ひいては西南学院大学を盛
り上げ、西南学院全体を盛り上げてい
くという働きを期待されてのことです。
ですから、一生懸命スポーツの指導を
やっているといって、それは評価の対
象ではないのです。逆にやり過ぎて、
本業がおろそかになれば、それはマイ
ナスになります。我々の人事考課制度
は、ある意味、非常にシビアなもので、
そのシステム上、彼らをクラブの指導
者として評価することはあり得ないの
です。ですから、今後その辺に力を入
れるとすれば、人事考課制度や採用形
態を考えなければならないと思います。

他の大学には、スポーツ指導のため
の職員を事務局に採用する制度を持っ
ているところもあります。しかし、今
の西南には、そんな余裕はありません。
今後できるかどうかについては、私が
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ここで結論付けることはできませんが、
現状ではなかなか厳しいですね。
ただ、ある程度の資金的な援助は
やっています。例えばコーチとして登
録されている人が試合に同行する場合、
学院の出張旅費規程に準じた形で、日
当も含めて手当てをしています。です
から、むしろ学外の指導者に対する支
援を強化していくべきだと、私は考え
ています。
山崎：結局、指導者、施設、経済的支援
と学生の全てがすべてそろわなければ、
なかなか強化にはつながらないと思い
ます。私は現役時代、シーズン中の日
曜日はほとんど、グラウンドに指導に
行ったり、遠征にも行きましたが、大
学の規程で定められたもの以外の支援
は得られませんでした。
もう一つの問題は、監督やコーチの
選び方です。協会や連盟に監督、コー
チの名前を提出しないと試合ができな
い決まりになっています。ですから、
そのための名前だけで、１年に１、２
回しかグラウンドに出てこない指導者
もいらっしゃいます。また、監督やコー
チは学生やOBが選んで、大学の承認
も、部長の承認も得ていません。ただ
報告するだけですから、承認制などを
検討するべきでしょう。
１９６０年ごろには、学生部の中に課外
活動を担当する部署がありました。ま
ずそういう組織を立ち上げて、強化す
ることが大事です。体育館でも毎日
３００人を越える学生が課外活動をして
います。スポーツの強化、大学の運営
といった大きな問題を抱えているので
難しい面もあるのでしょうが、学生た
ちが安心して円滑に課外活動を行うた
めには、組織づくりとその強化が重要
でしょう。

司会：今の山崎先生のご意見は、OB・
OGのボランティアの人たちに対する
資金的な手当ての必要性、もう一つは、
スポーツおよび体育を強化するために、
総合的に統合する部署が必要というお
話でした。
坂井：それは非常に難しい問題ですね。
西南を見ていると、確かにスポーツに
対する力の入れ方が弱いとは思います
が、強化策の一つとして、いきなりそ
ういう部署を作ろうというふうにはな
らないのかなと感じます。大学の姿勢
をスポーツ強化の方向に持っていくた
めに、どこかで再検討しようという道
筋ができれば、指導者への支援や関係
諸制度の問題も含めて、全体で考えよ
うという機運が高まっていくと思いま
すが、現状を見れば、そういう状況は
生まれにくい雰囲気だと思います。
桐明：田尻グリーンフィールドができた
経緯も踏まえて、今おっしゃったよう
なことを進めていく時期に来ているの
ではないかと思います。なぜグリーン
フィールドが要るのかという問題もあ
ろうかと思いますが、完成したことに
ついては賛成ですし、将来の夢に向
かって進んでいくためには、先ほどの
話の組織は必要だろうと思います。短
期的な組織にするのか、長期的な組織
にするのかは、これからの検討事項で
しょう。
司会：そうですね。私は「部署」と言い
ましたが、それよりも委員会の方がい
いと思います。各部署から委員を選び、
総体的に西南のスポーツ・体育教育を
考える時期に来ているんじゃないで
しょうか。
坂井：実は「正課外教育検討委員会」を
立ち上げる計画を立てているのですが、
非常に遅れております。日々の業務に
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忙殺されたり、いろんな事件や事故へ
の対応に時間を割かれたりで、なかな
か前に進んでいませんが、構想として
は、課外活動やボランティアなど、正
課以外のものを西南の中にきちんと位
置付けようと思っています。その中で
いろんな議論が出てくるでしょう。ま
ずはそれが、私どもの大きな宿題だと
とらえています。
桐明：それは素晴らしいことですね。
武井：それは、どちらかというと、クラ
ブ活動についての話だろうと思います。
指導者に対する手当ての問題とか。そ
れとは別に、正課の中に体育を位置付
けることです。大学としての科学的な
スポーツの授業をきちんと開講してい
く。そこには実践も伴うという、正課
としての位置付けも入れていかなけれ
ばならないと思います。そうしないと、
一般の学生は田尻グリーンフィールド
を使う機会もさることながら、積極的
な使用理由がないわけです。
山崎：私の定年退職が近いころの教授会
で、後任にはどのような人事が望まし
いかという議論がありましたので、
「ただ勝った負けたではなく、スポー
ツ科学が必要です。これから採用する
場合は、運動生理学やスポーツ医学な
どを専門とする先生をお願いします」
と申し上げました。

◇西南におけるスポーツの未来

司会：スポーツクラブに参加した学生に
は、卒業した後、ボランティアとして
積極的に地域スポーツ振興にかかわっ
ている人が非常に多くいます。地域社

会ではスポーツ指導者の活躍が期待さ
れていますので、学生時代にスポーツ
をやるだけではなく、生涯にわたって
地域に貢献するのは素晴らしいことだ
と思います。
それでは最後に、既に出ている田尻
グリーンフィールドの利用方法も含め、
西南における未来のスポーツと体育教
育に関する皆さんの期待、夢、希望を
一言ずつお願いしたいと思います。中
馬先生からお願いします。
中馬：先生方のコメントを伺い、大変好
意的にスポーツを解釈していただいて
いると思いました。これは先生方自ら
がかつてスポーツマンであり、スポー
ツの本質に触れ、フェアプレイの精神
を培い、プレイすることの意義と価値
を認めてこられたことによるものと拝
察いたします。例えば、エール大学の
スポーツ顧問であったウォルター・
キャンプ８の「大学スポーツは学生そ
のものが確立したのであって、大学教
員はただ単に邪魔をしただけにすぎな
かった。大学教員集団による過度の干
渉が、大学スポーツにブレーキをかけ
ている」というコメントもあります。

８ ウォルター・キャンプ（Walter Camp、１８５９‐１９２５）：アメリカンフットボールのコーチ、スポーツライ
ター。「アメリカンフットボールの父」と呼ばれる。

司会 小林 洋一委員長
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そういう意味では、私があまり強いこ
とを言うべきではないのですが、これ
まで適者生存、優勝劣敗といったダー
ウィンの進化論によって優れた肉体的
能力が誇示され、スポーツマンに対す
るある一種の虚像をつくってきたのか
もしれません。先ほどから先生方が
おっしゃっているように、この西南学
院大学というキリスト教を基盤とした
大学が、今後どのような学生を輩出し
ていこうとしているのかと考えた場合、
やはり敬虔なリベラルアーツを育成す
るべく全人格的教育の一環として、大
学スポーツを活用する方向性を見いだ
すべきだと思います。具体的には非常
に難しいことではありますが、さっき
坂井さんがおっしゃった「正課外教育
検討委員会」、あるいは武井先生がおっ
しゃったスポーツ科学に立脚した正課
授業展開は、大変良いお考えだと思い
ます。最終的な目的はより良き市民を
育成することですから、共生社会の一
員としての姿勢を育むという理念に基
づいて、大学スポーツを提供できるよ
うにすることを真剣に考えれば、後の
実務的なこと、具体的なことはスムー
ズに進んでいくと思います。ですから、
大学の上層部、スポーツ科学を専門と
する方、社会学や経済学、法学、国際
文化学など学際領域を広げ、先生とこ
れを支援している事務職員の方々に集
まっていただき、大学スポーツを通じ
てキリスト教主義をベースにした西南
らしさを培っていく方向性を見つけて
いただきたいと考えています。やはり
民主主義のセンスを育てるもの、ス
ポーツから得られる良きものを教職員
と学生が認識できる場を提供すること
が大事ではないでしょうか。本日は非
常に有意義な時間を過ごさせていただ

きました。ありがとうございました。
最後に田尻グリーンフィールドには、
大きなシンボルツリーも用意して、木
陰をたくさんつくってくださるようお
願いしておきたいと思います。
桐明：私は、約１万人の人口を有する室
見校区で、いろんな活動をさせていた
だいていますが、施設が少ないため、
老人クラブや子どものスポーツに苦慮
しております。ですから、学外団体の
使用状況の資料を見て、この地域の人
たちはこんなに使用していて、素晴ら
しいなと思いました。西南学院の建学
の精神はキリスト教に基づく教育です
から、以前あったという日曜日問題に
ついても、単純に日曜うんぬんだけで
片付けない方がいいのではないか、や
はりキリスト教との関連は必要ではな
いかと思っています。「炎のラン
ナー」という映画にもなりましたが、
スコットランドの陸上の選手エリッ
ク・リデルは、オリンピックのパリ大
会に出場しました。「私はクリスチャ
ンだから」と言って、安息日の日曜日
に行われる１００メートルの種目を自分
の信仰を貫いて棄権しました。貴族が
「これは王の命令である」と言いまし
たが、彼は毅然として「私には王の前
に神がいます」と答えたのです。その
言葉が、いまだに引っ掛かっているん
ですね。
私は在学中、ギャロット先生に一番
感銘を受けました。先生が亡くなる
ちょっと前に、私の身の上話を誇らし
げにしました。「ただ、クリスチャン
にはならずじまいです」と言うと、そ
れまで黙って聞いておられた先生が、
ふっと顔を上げられて「人生にならず
じまいはありません」とおっしゃいま
した。「ガーン」ときました（笑）。
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すっかり打ちのめされたような気がし
ました。ですから、西南の教育とスポー
ツとの関連にもならずじまいはないだ
ろうと、あえて付言したいと思います。
坂井：この座談会に参加する前に、少年
野球教室の様子を見てきました。とて
も明るく元気で、目をきらきら輝かせ
た、礼儀正しい子どもたちを見て、自
分までうれしくなりました。大学が何
十億という資金を投下して造った施設
ですし、使っていただかないと宝の持
ち腐れになってしまいますので、地域
の方々にも喜んで利用していただける
ようにしたいですね。もちろん利用者
の中心が西南学院大学の学生であるこ
とには間違いありませんが…。先ほど
中馬先生もおっしゃったように、大事
なのは大学の中でのスポーツも含めた
位置付けであり、その中の一つの器が
田尻グリーンフィールドですので、私
も頑張っていこうと思っています。
和佐野：一つは、中学から高校への課外
のつなぎですね。今は体育の授業につ
いても、中・高教員の交流や入れ替え
もやっており、カリキュラムもつない
でいます。また、高校の課外スポーツ
を盛んにするために、推薦入学制度も
確立しました。私が校長になる前から
ですから、もう５年を超えており、そ
の辺もある程度充実し、成果も挙がっ
ています。
すべてのスポーツ分野ではなかなか
できませんが、ある一部分では小・
中・高とつないでいけるのではないか
と思います。早くから一貫した教育で
つないでいけば、外部から選手を引っ
張ってこなくても、それなりに戦え、
楽しめるチームができるのではないで
しょうか。まだ具体的には考えていま
せんが、田尻グリーンフィールドとい

う良い設備もありますので、ぜひ利用
させてほしいですね。
山崎：教育やスポーツについては、皆さ
ん方がだいたい言い尽くされたと思い
ます。
コミュニティーと結び付かなければ、
田尻グリーンフィールドの発展がない
のは当然のことですが、どうすれば学
生全員がグラウンドを利用するか、見
学に来るかを考えていただきたいと思
うのです。ここを会場にしてマラソン
大会を開くとか、運動会を開くとか、
いろいろな方法があると思います。
２点目は、身体障害者にも利用して
もらいたいので、どうすればいいかと
いうことです。例えば車いす競技とか、
パラリンピックの種目がいろいろあり
ますね。そうした障害者スポーツの練
習場所として、グラウンドや体育館を
提供できないだろうかと思います。
３点目に、なぜコンクリートばかり
張られているのかなと思います。西新
のキャンパスに点在している聖書植物
園をある程度まとめて、田尻グリーン
フィールドに造っていただければ、環
境のためにもいいのではないでしょう
か。それを見ることによって、西南が
管理・運営しているグラウンドである
ことも分かると思います。レバノンス
ギの種を記念に植えていただければ、
一つのシンボルにもなるのではないで
しょうか。
武井：中馬先生がおっしゃったことに尽
きるだろうと思います。正課教育とし
ての体育と正課外教育としてのクラブ
活動をかみ合わせていけるようなコン
セプトを持ち、衆知を集めた形で打ち
出していく、その役割の一端でも担え
ればと思っています。このグラウンド
の環境保全については、非常に厳格に
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との条件があります。その結果として、
野球場の向こう側にビオトープを造り
ましたし、そこを中心に環境教育がで
きる施設にしていくつもりです。今
おっしゃったような植物園が環境的に
ふさわしいのであれば、市当局の協力
も得て、環境面でも西南らしいものに
していきたいと思っています。
司会：ありがとうございました。皆さん
のおかげで、大変有意義な座談会とな
りました。皆さんの貴重なご発言に心
から感謝を申し上げます。
この座談会に参加させていただくこ
とで、皆さんの西南学院におけるス
ポーツおよび体育教育・研究に懸ける
熱き思いと貴重なご貢献を知ることが

でき、大変うれしく、感謝しておりま
す。また、個人的にも大きな励ましを
いただきました。皆さんの熱き思いと
貴重なご貢献が蓄積され、生かされて、
西南学院がスポーツおよび体育の盛ん
な学院として大きく発展し、いつの日
か皆さんの夢、希望が実現することを
願ってやみません。あらためて長時間
にわたるご協力に心より感謝を申し上
げます。

◆この座談会は、２００９（平成２１）年１０月
３１日、田尻グリーンフィールド・全面
オープンセレモニーの後、同会場内ク
ラブハウスで実施されました。
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